
５ 本時 ４組（７/11） 

（１）本時の目標 

     友達とポニーの様子について、気付いたことを伝え合うことができる。 

（２）本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 
◇評価規準 

（評価方法） 

導入 １ 単元のねらいを確認し、本時のねら

いをつかみ、めあてを確認する。 

 

 

・メダカ・エビの作例をもと

に、気付いたことはどのよ

うな観点で書いたらよか

ったかを確認する。 

 
 

 

 

 

 

展開 ２ ポニーを観察して気付いたことで、

自分が一番伝えたいことの短い言

葉（メモ）に、印をつける。 

 

３ 友達と伝え合う。 

・自分がメモしたことが、相手にどう

伝わるのか知る。（自分の考えを確

かなものにする。） 

・（前後の）ペアで行う。（尊）（表） 

 

４ 友達との伝え合いを踏まえて、言葉

をさらに加えたり、詳しく書き足し

たりする。（言） 

 

５ 伝え合いをして、友達のよかったと

ころや友達との違いなどについて

発表する。（表） 

・机間指導で、児童が印をつ

けた短い言葉（メモ）や、

印をつけた理由を把握す

る。 

・話す内容は、自分が伝えた

いものから伝えるよう助

言する。 

・ペアになり、部位ごとに交

互に紹介できるようにす

る。 

・必ずしも付け足す必要は

ないことを確認する。 

 

 

・友達の考えを受け止めて

反応していた児童につい

て取り上げるようにする。 

 

 

 

 

◇友達の意見を聞

いたり、自分の

意見を伝えたり

することができ

る。（観察・発言） 

 

 

 

 

 

 

まとめ ６ 学習を振り返り、次時の見通しをも

つ。 

・本時で学習したことをワークシート

に書き込む。(表)(言) 

・本時の学習を振り返り、ワ

ークシートに記入するよ

うに指示する。 
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